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【
う
ら
へ
続
く
】

　

自
民
党
が
裏
金
議
員
39

人
を
処
分
。「
残
る
40
人
は

注
意
の
み
だ
」「
岸
田
首
相

と
二
階
氏
は
処
分
が
な

い
」「
こ
れ
で
幕
引
き
は
許

さ
れ
な
い
。
国
民
が
求
め

て
い
る
の
は
徹
底
的
な
裏

5 日、衆院第 2 議員会館前で緊急集会

　
「
秘
密
の
範
囲
」を
経
済

分
野
に
拡
大
す
る
経
済
秘

密
保
護
法
案
が
５
日
の
衆

院
内
閣
委
員
会
で
、
自
民
、

公
明
、
立
民
、
維
新
、
国

経
済
秘
密
保
護
法
案  

衆
院
委
可
決

米
と
の
兵
器
開
発
推
進

　
　

日
本
共
産
党  

廃
案
求
め
る

　

衆
院
総
務
委
員
会
は
４

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
改
定
案
を

自
民
、
公
明
、
維
新
、
立

民
、
国
民
の
各
党
の
賛
成
、

日
本
共
産
党
の
反
対
で
可

決
し
ま
し
た
。

  

法
案
は
、
現
在
同
法
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
改
定
案  
衆
院
委
可
決

研
究
の
公
開
責
務
の
廃
止
、
軍
事
研
究
の
危
険

　
　
　

日
本
共
産
党  

廃
案
求
め
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
課
し
て
い
る
研

究
の
推
進
・
公
開
責
務
な

ど
い
く
つ
か
の
公
的
責
務

を
廃
止
・
縮
小
す
る
と
と

も
に
、
付
則
に
は
２
０
２

５
年
の
通
常
国
会
に
向
け

て
同
法
の
廃
止
を
含
め
た

検
討
を
進
め
る
と
明
記
し

て
い
ま
す
。

  

日
本
共
産
党
の
宮
本
岳

志
議
員
は
、
研
究
責
務
が

共
同
研
究
を
進
め
る
う
え

で
経
済
安
全
保
障
上
の
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
主
張
し
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
共
同

研
究
者
か
ら
防
衛
省
や
米

軍
は
排
除
さ
れ
る
の
か
と

質
問
。
松
本
剛
明
総
務
相

は
「（
共
同
研
究
者
を
）
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
控
え

て
い
る
」
と
述
べ
る
だ
け

で
、
防
衛
省
や
米
軍
と
の

共
同
研
究
の
可
能
性
を
否

定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
宅
配
便
の
料
金
も
あ
が

る
」「
公
的
年
金
は
２
・

７
％
引
き
上
げ
ら
れ
る
が

物
価
や
賃
金
の
伸
び
よ
り

は
低
く
実
質
減
だ
」「
せ
め

て
消
費
税
を
下
げ
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
シ
リ
ア

の
首
都
に
あ
る
イ
ラ
ン
大

金
の
真
相
解
明
だ
」「
党
内

の
処
分
だ
け
で
済
ま
さ
れ

る
問
題
で
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
湾
の
東
方
海
上
で
Ｍ

７
・
７
の
地
震
が
発
生
。

「
ビ
ル
の
倒
壊
や
崖
崩
れ

も
起
こ
っ
て
い
る
」「
10
人

が
亡
く
な
り
、
安
否
不
明

も
い
る
」「
沖
縄
で
も
揺

れ
、津
波
も
や
っ
て
き
た
」

「
能
登
の
地
震
と
は
関
係

な
い
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
年
度
の
４
月
も
値
上

げ
。「
値
上
げ
さ
れ
る
食
品

は
お
よ
そ
２
８
０
０
品
目

に
上
る
」「
ハ
ム
や
調
味
料

は
よ
く
使
う
の
で
痛
い
」

民
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也

議
員
は
反
対
討
論
で
、「
法

案
は
、
米
国
な
ど
の
同
盟

国
・
同
志
国
と
の
多
国
間

連
携
で
兵
器
開
発
を
推
進

す
る
た
め
の
も
の
だ
」
と

告
発
、
廃
案
を
求
め
ま
し

た
。

　

塩
川
氏
は
、
米
国
防
総

省
の
戦
略
に
沿
っ
て
、
日

英
伊
の
次
期
戦
闘
機
や
、

そ
れ
に
連
動
す
る
無
人
機
、

極
超
音
速
兵
器
を
迎
撃
す

る
滑
空
段
階
迎
撃
用
誘
導

弾
な
ど
の
共
同
開
発
を
推

進
す
る
た
め
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
必
要
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

日
弁
連
は
27
日
の
院
内

集
会
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
で
数

十
万
人
の
市
民
が
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
る
と

報
告
し
て
い
ま
す
。
民
間

企
業
の
労
働
者
、
技
術
者

を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究

者
に
も
大
問
題
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

日
本
共
産
党
の
穀
田
恵

二
衆
院
議
員
が
２
０
１
４

年
、
機
能
性
表
示
食
品
の

安
全
性
に
つ
い
て
国
会
で

機能性表示食品の危険性

穀田議員  10 年前に警告
　　SNS 上で反響

　

国
際
司
法
裁
判
所
が
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
行
為
の
中

止
を
求
め
、
世
界
で
高
ま

る
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判
。
イ

ス
ラ
エ
ル
を
支
援
し
て
き

た
米
英
独
で
も
大
き
な
変

化
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
バ
イ
デ

米
英
独
で
も
高
ま
る
声

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃

　
正
当
化
で
き
な
い

　

武
器
売
却
を
禁
止
せ
よ

　

離
婚
後
も
父
母
双
方
に

「
親
権
」
を
認
め
る
「
共
同

親
権
」
の
導
入
を
含
む
民

法
改
正
案
が
国
会
で
審
議

　共同親権は廃案に

国会前に 700 人  当事者ら訴え

使
館
を
空
爆
。「
イ
ラ
ン
の

司
令
官
ら
７
人
が
死
亡
し

た
」「
国
連
憲
章
や
国
際

法
、
外
交
施
設
の
不
可
侵

原
則
の
あ
か
ら
さ
ま
な
侵

犯
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ガ
ザ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

救
援
活
動
を
し
て
い
る
人

が
殺
さ
れ
た
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
連
絡
を
取
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
表
示
も
し
て
い
た
の
に

攻
撃
さ
れ
た
」「
恐
ろ
し

い
。
食
糧
支
援
が
こ
れ
で

止
ま
る
と
飢
餓
が
心
配

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
、
健
大

高
崎
が
初
優
勝
（
３
月
31

日
）。「
群
馬
県
勢
で
は
初

の
春
制
覇
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
議
員
は
「
食
品
成
分

の
機
能
性
に
つ
い
て
科
学

的
な
手
法
を
確
立
し
、
そ

の
う
え
で
科
学
的
根
拠
の

あ
る
基
準
及
び
表
示
を
明

確
化
す
べ
き
で
あ
る
」
と

強
調
。
企
業
ま
か
せ
の
お

粗
末
さ
を
批
判
。
安
全
第

一
が
く
ず
れ
る
事
態
を
警

告
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
こ
の
質

問
が
、「
健
康
被
害
が
お
こ

る
こ
と
を
予
言
し
て
い

る
」
と
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
を
続
け
る
一
方
、
各

地
で
集
会
や
デ
モ
。
３
月

下
旬
ま
で
に
シ
カ
ゴ
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の

20
州
以
上
の
１
０
０
を
超

え
る
市
町
村
で
ガ
ザ
で
の

停
戦
を
求
め
る
決
議
を
出

し
ま
し
た
。
国
民
か
ら
の

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
４
月
３

日
、
元
英
最
高
裁
長
官
や

弁
護
士
、
法
学
者
ら
約

３
０
０
０
人
が
共
同
公
開

書
簡
を
公
開
。
ス
ナ
ク
首

明
に
必
死
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
ス

に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の

罪
の
責
任
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
支
持
を
「
国
是
」
と
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ガ

ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
危
機

の
中
で
変
化
し
、
各
地
で

デ
モ
や
集
会
。
Ｚ
Ｄ
Ｆ
の

調
査
で
３
月
22
日
の
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
に
つ

い
て「
正
当
化
で
き
な
い
」

の
回
答
が
69
％
に
達
し
ま

し
た
。
ベ
ー
ア
ボ
ッ
ク
独

外
相
は
「
ガ
ザ
は
地
獄

だ
」、シ
ョ
ル
ツ
独
首
相
も

「（
人
的
被
害
）
ひ
ど
い
」

と
は
じ
め
て
苦
言
を
呈
し

ま
し
た
。

さ
れ
る
中
、3
月
29
日
、Ｄ

Ｖ（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）

や
虐
待
の
当
事
者
ら
約

７
０
０
人
が
国
会
前
に
集

ま
り
、
離
婚
後
も
加
害
者

か
ら
の
支
配
が
続
く
と
し

て
、
廃
案
を
求
め
声
を
上

げ
ま
し
た
。

　

同
案
で
は
共
同
親
権
と

な
っ
た
場
合
、
子
の
医
療

や
進
学
、
転
居
な
ど
は
元

配
偶
者
の
合
意
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
権

利
・
教
育
・
文
化
全
国
セ

ン
タ
ー
は
、
離
婚
後
の
共

同
親
権
は
「
新
た
な
人
権

侵
害
を
引
き
起
こ
し
、
子

ど
も
の
権
利
の
実
現
に
逆

行
す
る
」
と
し
て
制
度
導

入
の
た
め
の
拙
速
な
民
法

改
正
に
反
対
す
る
声
明
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
「
サ
ク
ラ
が
満
開
に
な

り
各
地
で
花
見
を
や
っ
て

い
る
」「
こ
の
と
こ
ろ
肌
寒

く
て
花
見
ど
こ
ろ
で
は
な

い
」

安
倍
政
治
の
負
の
遺
産

　

安
倍
政
権
の
も
と
で
日

銀
は
株
式
市
場
へ
の
投
資

で
あ
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
上
場
投

資
信
託
）を
買
い
入
れ
。そ

の
総
額
は
過
去
最
大
の

37
兆
円
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
対
応
を
問
わ
れ
た
植

相
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
武
器
売
却
を
や
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
最
近

の
世
論
調
査
に
よ
る
と
有

権
者
の
56
％
が
売
却
禁
止

を
支
持
、
反
対
は
17
％
で

し
た
。
ス
ナ
ク
首
相
は
弁

田
日
銀
総
裁
は
「
や
む
を

得
ず
と
ら
れ
た
措
置
」
と

濁
し
、「
時
間
を
か
け
て
検

討
す
る
」
と
対
応
す
る
術

が
な
い
こ
と
を
吐
露
。

　

Ｅ
Ｆ
Ｔ
の
買
い
入
れ
は

金
融
緩
和
政
策
の
一
環
と

し
て
上
場
大
企
業
を
下
支

え
。
庶
民
に
は
低
金
利
を

押
し
つ
け
ま
し
た
。
機
能

性
表
示
食
品
「
紅
麹
」
に

ま
さ
る
安
倍
政
治
の
負
の

遺
産
で
す
。　
　
（
Ｅ
）


